
《第1回「七タトーク」案内状より》

一女予歯学生と女性歯科医師におくる一

高子と公繕のヒタトーク

＆ティーパーティー
現役ばりばりの沖本二二先生と、ラジオのパーソナリティ福地高子さんが、
女子歯学生と女性歯科医師に言いたか放題！
　　こんな女歯医者になりなさい！

こんな歯医者はダメダメ！
　　したたかに仕事つづけるコツは？
　　　しごとばかりじゃやってられないよ！

また、他にも現役女性歯科医師の面々も参加します。
今悩んでいることなどもぶつけてみませんか。
年に一度の大プレーク・無礼講
美味しいケーキとお茶であなたもブレークしませんか？

♪トークする人♪

沖本　公爵さん

福地　高子さん

九州大学助教授（補綴学）

RKBラジオパーソナリティ

とき　7月7日（日）　午後2時～4時半
ところ　博多シティホテル1F・アクイール
　　　（福岡市博多区博多駅前3丁目4－8　1ELO92－474－5111）

会　費　学生さんは無料／歯科医師は2千円です（男性も歓迎）
　♪保育体制あり……事前に子どもさんの年齢などをお知らせください。

【連絡先】福岡女性歯科医師の会（福岡県歯科保険医協会内気付き）

　　　　　〒812－0011　福岡市博多区博多駅前3丁目4－8　郵政互助会博多ビル4F
lEL（092）473－5646／Fax（092）473－7182／fukuoka－sk＠doc－net．or．jp
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一福岡県女性歯科医師の会一

コ＝ヰ＝ヴイディンクな3軽量ヲ

高子と公電の“ヒタトーク“

　さる7月7日に行われた「女性歯科医師の会」第三弾女学生と女性歯科医師に
送る、高子と公等の七竈トークインレストランアクイール。最近の歯学部の女
子学生ブームに対して、果たして、女子学生さんたちの意識はどうなのだろう。
かつての自分たちと照らし合わせて、きっと沢山の悩みを抱えているに違いない。
ずっと昔女子学生だった、あるいは、つい最近まで女子学生だった女性歯科医師
の我々が何かお役に立てることがあるのではなかろうか。そういう発想がきっか
けで、七タトークは今回開催の運びとなりました。

　女性歯科医師の会で、お願いしたところ、九州大学歯学部補綴科助教授、沖本
公繕先生がこの旨に賛同してくださり、なんと、先生の友人である福地高子さん
という、知名度ナンバーワンアナウンサー「たかこ姫」までお誘いくださり、当
日の講演会を開催することが決まりました。

　言いだしっぺから、ほんの数ヶ月後に、期日が決まり、演者のお二人も用意周
到整えてくださったものの、かなり昔に学生だった当会のメンバーのこと、学生
さんにコネも今やほとんどなく、事前に学生さんの意識調査をかねたアンケート
をとるという、これまた初めての試みにもトライしたりもして、本番当日まで学
生さんが集まってくださるかどうか、本当にやきもきしました。（何しろ、締め切
りと銘打った日にちには、ほんの数人の参加確認しかできていませんでしたから）
　しかし、当日ふたを開けてみると、直前に誘い合わせてきてくださった学生さ
んもたくさんおられて、結局は学生31名と、大学院生と研修医の若き女性歯科
医師7名の参加をいただく、うれしい結果になりました。

纏箆ψ、なノL一クて『：会ばズターハ

　まずは沖本先生と福地先生（やっぱりここは高子姫と呼ばせていただきましょ
う）、高子姫に前に座っていただき、お二人の絶妙な掛け合いで会はスタートしま
した。

　事前にアンケートした内容も十分盛り込んで下さって、高子姫と沖本先生の演
者兼司会はずばずばと、色んな本音にせまってこられました。何しろ、女性とし
て最高峰を極めていらっしゃるお二人のロから、仕事の中で、女性としてプレー
シャーがあったかどうかとか、セクハラはどうだったかとか、また女学生がこっ
そりでも声を大にして聞きたかった結婚のこととか、歯に衣着せぬ語りロで、語
ってくださいました。それから、マスコミという、歯科とはまったく違う業界で、

高子姫ががんばってきた歴史や苦労話、それから、業界の裏話なども聞けて、と
てもエキサイティングでした。また彼女は行きたくない歯医者ベスト○○？を発
表してくださり、会場から苦笑がもれる一幕も。
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　　また当日は、保育体勢もとり、子供さんと一緒に参加してもらったメンバーも
　いました。沖本先生は、ご主人と娘さんを同伴していただき、家庭との両立とい
　う話を、そのまま会場に再現されたような家族和合ぶりを見せていただきました。
　　お二人のトークの合間に、会場から質問も飛び交いました。進路についてどう
㍉　いう科に残ったらいいのでしょうか。開業医に勤めるのと大学に残るのはどちら
　がいいでしょう。などなど……

襯：業・務落著r∠＝身熱：な脚下

　会たけなわr将来開業したい人」と高子姫が会場に向かって元気に聞いてくだ
さったのに対し、挙手はほんの数名、高子姫の「え一つ」という声がこだましま
した。それに対して「結婚しようと思う人」という彼女の少しトーンダウンした
質問には、なんとほとんどの参加者が挙手するという、高子姫を驚かせる一幕が
印象的でした。

　女性歯科医師側からは世話人の先生5人と呼びかけに集まってくださった2名
の先生方が、学生さんからの真剣な質問攻めにも会いました。夫に選ぶのは歯科
医がいいですか。矯正はどこで勉強したらいいでしょう。仕事と家庭との両立は
　　　　　　

ﾞ

　先生方も、会場の熱気と進行役のゲストのお二人の、上手なリードに、ついつ
い本音で答えるしかないと意を決した解答。なかなかどれも、会場に来なければ
絶対聞けないような含蓄のあるお答えでした。
　目の前にあるケーキに少しは心がなびくものの、これは聞き逃したくないとい
う学生さんのII青谷が、ひしひしと伝わってくる3時間でした。

　終了してみれば、なんだかこのまま帰りがたく学生さん13名？を引き連れて
近くの居酒屋に席を移し、2次会の運びに相成りました。またそこでも彼らの真
剣なまなざしは変わることなく、時がたつのが恨めしいような学生さんをこのま
ま帰らせるのが悪いような、終わり際でした。

　この会を企画した当初、高子姫まで来てくださって、この熱気この学生さんた
ちのパワー。世話人の誰もが想像できなかったでしょう。本当に我らが企画した
にもかかわらず、一番驚いたのは当の女性歯科医師のメンバーだったに違いあり
ません。後に、学生さん達のメッセージをいくつかお載せして七タトーク報告記
事といたしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浦川幸世　記）

鑓驚
。

　o　　’

ぎ 参ρ

「福岡県歯科保険医新聞」2002年8月20日号より
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♪福岡女性歯科医師の会♪

“高子と公繕の七タトーク”アンケートから
2002年7月7日（日）14時～16時45分／博多シティホテル・アクイール

参加者＝歯学生31名園歯科医師7四十その他4名十ゲスト2名＝44名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンケート回収＝29名（敬称略）

1．「高子と公繕の七タトーク」いかがでしたでしょう？
・本音の入ったトークだったので、とても楽しかったです。（九歯大矯正科・田中貴代江）

・すごく興味深いでした。「ああそうだなあ」とかr治療を受けててそこまでは気付かな
　かったと……」といった所がありました。患者さんからの視点でのこと、とても参考
　になりました。ありがとう。ございました。（白歯大・牧角麻未）

・将来のことがとてもよくわかり、勉強になったし、今、一年なので将来についてあま
　り考えたことがなかったのですが、考えさせられることが多くありました。（九歯大・
　石井有心）

・先生方がいろいろとぶつぢやけトークをしてくれて、とてもためになった。（福歯大・
　神元淳代）

・歯切れのよいトークがきけて楽しかったです。現役の女性歯科医師の先生方の率直な
　意見が聞けて役に立ちました。（九歯大・有中美樹）

・思っていたより本音が聞けて良かった。トークショー聞くだけでなく、お互いに話が
　もっとできるといいな、と思う。女性歯科医の会、ということで、まだ発足間もない
　のかなと思うけど、学生が多く、実際に働いている人が少ないのが残念だった。仕事
　をバリバリしている人だけでなく、休んでいる人も含めて、福岡の女性歯科医が交流
　できる会になるといいなと思う。女性歯科医の会として大きくなってから学生が参加
　できるとよいなと思う。（大学・名前不詳）

・今はまだ1年なので、話を聞くことで勉強になることがあって、良かったと思う。ま
　た、意外にも本音が聞けて、自分の知らなかったことを知ることができた。（九三大・
　森久美子）

・沖本助教授のお話をはじめ、開業医の先生方の現場での具体的なお話を聞くことがで
　き、非常に有意義な時間でした。（九大・川久保友世）
・これからの選択肢に関しての先輩方の意見を聞くことができ、ためになりました。（九
　大・松本友紀子）

・とても参考になりました。（九大・福島晶絵）

・質問する時間があり、聞いてみたかった事が率直に聞けたので参加して良かったです。

　（智歯大研修医・奈良崎文）

・普段あまり接することのない大学の助教授の先生とマスコミの方とのお話で大変おも
　しろく、また、役に立つことがたくさんありました。（九八大・吉廣めぐみ）

・ずっと聞いてみたかった事を聞けました。開業医の先生、勤務の先生いろいろな方面
　からの意見ありがとうございました。（九歯大・吉川咲子）

・いろいろな所で活躍されている先生方と学生とが、もっと話をできるような企画　が
　あればよいと思います。

・生の意見が沢山聞けて良かったです。（福二大・末子理恵）

・はじめは少し堅苦しい感じでしたが、実践で働いてある先生方の“本音“をお聞きでき

　よかったです。（九二大・野見山貴美子）

・沖本先生の意外な一面を見ることができ、大変親しみを感じました。（九大・山ロゆか
　り）

・意外な一面をみることができました。面白かったです。（九大・山竹久美子）
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　・おもしろかったです。ちょうど将来の事について考えていたので良い機会でした。（福

　歯大・釜本ユカ）
　・1年生でわからないことが多いのではと思っていたのですが、女性が仕事をしていく
　中で、家族のことをどんなふうに考えて行動することができるかなど、いろいろと参
・　考になりました。（大学・名前不詳）

　・楽しかったです。高子先生は強い女性だなあと思い、少しあこがれます。

　三絶さんはすごく素敵な人だと思いました。“バカねえ、あなだなんて言われてしま’
　つたけれど。（福歯大・増田美智子）

　・沖本先生の意外な素顔が垣間見れてよかったです。そして、開業医の先生方からも貴
　重でおもしろい話を聞けました。（九大・赤尾絢）
　・ためになりました。（九歯大・寺尾明子）

　・大学での沖本先生しか知らないので、意外な一面がみれて良かったです。もっと早い
　学年の時に参加したかったです。（九大・山田桂子）

　・さまざまな面から、これからの歯科医師のことについて話を聞くことができ、楽しか
　つたです。（福歯大・杉原恵美）
　・大学ではなかなか見ることができない沖本先生の一面を拝見することができ、素敵だ
　なあと思いました。（九大・正木玲子）
　・堅苦しくなく、女性歯科医師として、これからどうずれば良いのか考える良い機会に
　なったと思います。（福歯大・川岡美帆）
　・沖本先生の知らない一面が見られて楽しかったです。いろいろな経験を積まれた先生
　方から話が聞けて、考えさせられました。ありがとうございました。（九大・山ロ聡子）

　・現役の先生方の様々な状況や、福地さんの患者としての率直な意見が聞けて非常に参
　考になりました。（同歯大・加藤明美）

2．今後、学生向けに何かするとすればどのような企画がいいですか？
・このような堅苦しくないような集まりをしていったらいいと思います。（九大矯正科・
田中貴代江）

・年数回に増やして、その内容・テーマを個別にして行う。（福歯大・牧角麻未）

・学生対象というよりも、女性歯科医の会に少しずつ参加していきたい。（？）
・現行どおり無料にする。（九大大学院・福島上絵）

・今回の様に実際に活躍させる先生のお話を聞きたいです。（九歯大・吉川咲子）

・いろんな所で活躍されている先生方と学生とが、もっと話をできるような企画があれ
ばよいと思います。（九四大・吉廣めぐみ）

・他の大学の学生との交流などもあると、進路相談などもできいいのではないでしょう
か？（九歯大・野見山貴美子）

・今回の様な企画でいいと思います。（九大・山ロゆかり）
・進路を選ぶ段階で、知らないことが多すぎると思います。現実をもっと知りたいです。

　（九大・山竹久美子）

・私の大学は単科大学なので、高子さんのように、いろんな歯医者をまわり歩いた人の
話はとてもおもしろかったです。こういつた会がまたあればと思います。（？）
・沖本先生を囲む会etc。（九大・赤尾絢）

・今回みたいなものをまたやってほしいです。（九大・山田桂子）

・同じような企画を学生の早いうちからしでいただければと感じたので、これから広く
行っていただければと思います。（福歯大・杉原恵美）

・D6は迷うことの多い時期なので、毎年このような企画を今の時期に行っていただけれ
　ばと思います。（九大・正木玲子）

・ドクターと卒後についてのお話ができるような企画があればいいと思います。（福歯
　大・川岡美帆）

・年に1回でなく、数回こういつた会があればいいなと思いました。（福二大・加藤明美）
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